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「ゆうたよりも　ひどいです」って「ゆうたよりも　ひどいです」って
けんちゃんが入園するとき　おかあさんがいいよったんよけんちゃんが入園するとき　おかあさんがいいよったんよ

どんなすごい子が入ってくるんじゃろうってどんなすごい子が入ってくるんじゃろうって
思っちょったんやけど　けんちゃんは思っちょったんやけど　けんちゃんは
ちっちゃくておだやかで　まあ　かわいらしい子やったちっちゃくておだやかで　まあ　かわいらしい子やった



すっごい怖がりで　夏の観劇会の部屋には全然入れんやったしすっごい怖がりで　夏の観劇会の部屋には全然入れんやったし
最初は　草刈り機の音もぶちきらいじゃったけど最初は　草刈り機の音もぶちきらいじゃったけど
今ではだれよりも　働く機械がだいすきで今ではだれよりも　働く機械がだいすきで

甘えて歩かんで　すぐに座りこむけー　甘えて歩かんで　すぐに座りこむけー　
いろんな人にだっこやらしてもろーたねいろんな人にだっこやらしてもろーたね



チェーンソーや草刈り機のエンジン音チェーンソーや草刈り機のエンジン音
それも　スタートの時の音と　草や木を伐る時の音とをそれも　スタートの時の音と　草や木を伐る時の音とを
ききわけてまねするんじゃから　たいしたもんよききわけてまねするんじゃから　たいしたもんよ

カッパのファスナーを上まであげて工事の人なんよっていいよったりカッパのファスナーを上まであげて工事の人なんよっていいよったり
キーホルダー代わりの木の枝を腰に下げて　熊谷さんになりきったりキーホルダー代わりの木の枝を腰に下げて　熊谷さんになりきったり



チルホールを引っ張る遊びをしちょった時はチルホールを引っ張る遊びをしちょった時は
よー見とるんやなあとたまげたいーねよー見とるんやなあとたまげたいーね

それに　けんちゃんのするお店屋さんはそれに　けんちゃんのするお店屋さんは
屋根の資材や　たきびをするための道具が売られとって屋根の資材や　たきびをするための道具が売られとって
あんなお店屋さんできるん　けんちゃんだけやったあんなお店屋さんできるん　けんちゃんだけやった



「あのね　けんちゃんね」って　いろんな話をしてくれたけんちゃん「あのね　けんちゃんね」って　いろんな話をしてくれたけんちゃん
また　たくさんおしゃべりしにおいでーねまた　たくさんおしゃべりしにおいでーね

けんちゃん　卒園おめでとうけんちゃん　卒園おめでとう



年中さんになった４月、お弁当づつみを年中さんになった４月、お弁当づつみを
結んで見せてくれて「あした　小学生に結んで見せてくれて「あした　小学生に
なっとるかもしれん」って言ったね。なっとるかもしれん」って言ったね。

帽子も、カッパ着るのも嫌いだったね。帽子も、カッパ着るのも嫌いだったね。

大きい音が苦手だったけど、山下さんちの大きい音が苦手だったけど、山下さんちの
裏山の木を伐った時はじっと見てたね。裏山の木を伐った時はじっと見てたね。
その頃からチェーンソーや草刈り機のその頃からチェーンソーや草刈り機の
とりこになったよね。とりこになったよね。

お味噌汁作りの火おこしの時、お味噌汁作りの火おこしの時、
周りにすごく指示を出していて、周りにすごく指示を出していて、
火おこしのスペシャリストかと火おこしのスペシャリストかと
思いきや、実はマッチも思いきや、実はマッチも
すれなかった年長の秋。すれなかった年長の秋。
でも、ゆうたのスパルタ指導？ででも、ゆうたのスパルタ指導？で
できるようになったね。できるようになったね。

石をかこって、木をいれて、石をかこって、木をいれて、
バーベキューごっこをしていたね。バーベキューごっこをしていたね。

石をこすって「メタルマッチ！」石をこすって「メタルマッチ！」

どんど焼きの日、雪のすべり台で遊ぶ間に、どんど焼きの日、雪のすべり台で遊ぶ間に、
けんちゃんが持ってきたお飾りをけんちゃんが持ってきたお飾りを
大人が焼いてしまって泣いたけど、大人が焼いてしまって泣いたけど、

一つだけ残っていたのを火に入れて、泣きやんだね。一つだけ残っていたのを火に入れて、泣きやんだね。

初めてくぬぎの森から初めてくぬぎの森から
萩往還を登った時、森の入り口から萩往還を登った時、森の入り口から
暗くなってきて怖くて泣いたね。暗くなってきて怖くて泣いたね。
帰り道は、はるきにおんぶして帰り道は、はるきにおんぶして
もらったけど、駆け下りるはるきにもらったけど、駆け下りるはるきに
勢いがつきすぎて２人で勢いがつきすぎて２人で
転んじゃったよね。転んじゃったよね。

蚊取線香をつけるとき、蚊取線香をつけるとき、
マッチを 2,3 回すって、火がついたね。マッチを 2,3 回すって、火がついたね。



山下さんちのホースで山下さんちのホースで
水あそび、水あそび、
ずーっとしたね。ずーっとしたね。

川では、石をあつめてあそんだね。川では、石をあつめてあそんだね。
ダムも作ったね。ダムも作ったね。

大雨がこわくて、泣いたね。大雨がこわくて、泣いたね。 友達が水道を使えるようによけて友達が水道を使えるようによけて
あげたスイカが、坂の下に転がってあげたスイカが、坂の下に転がって
割れて、責任を感じて泣いたね。割れて、責任を感じて泣いたね。

「みて。たかいよ！」と、水てっぽうを、「みて。たかいよ！」と、水てっぽうを、
上にむけてとばしたね。上にむけてとばしたね。

花火を見に行った時、花火を見に行った時、
花火が燃え尽きて落ちていく音を花火が燃え尽きて落ちていく音を
「ブルーシートに雨が当たる音！」「ブルーシートに雨が当たる音！」
って言っていたね。って言っていたね。

ともきくんと鴻の峰の山道でみつけたともきくんと鴻の峰の山道でみつけた
弱ったガ（チョウと呼んでいた）の弱ったガ（チョウと呼んでいた）の
おうちを作って一日一緒に遊んだね。おうちを作って一日一緒に遊んだね。
鱗粉も足もなくなっていたけど、鱗粉も足もなくなっていたけど、
ずっと可愛がっていたね。ずっと可愛がっていたね。

長いへびのぬけがらを長いへびのぬけがらを
破れないように、破れないように、
板にのせて歩いたね。板にのせて歩いたね。

皆既月食の月のはなし。皆既月食の月のはなし。
「だれがたべるとおもう？「だれがたべるとおもう？
うさぎがたべるんよ」うさぎがたべるんよ」

おばあちゃんが亡くなった冬、おばあちゃんが亡くなった冬、
桜の木を見ながら「桜が咲いたら桜の木を見ながら「桜が咲いたら
会いに行く」と言っていたね。会いに行く」と言っていたね。

死んだモグラを発見！じっくり観察した後死んだモグラを発見！じっくり観察した後
「埋めてあげよう」と土に埋めていたね。「埋めてあげよう」と土に埋めていたね。

サンシュユの種をひろいながら、サンシュユの種をひろいながら、
コケを見つけて「このコケみたいなの、コケを見つけて「このコケみたいなの、
かわいいよね～」かわいいよね～」



細長い竹を、土につきさして、細長い竹を、土につきさして、
「チェーンソーよ。きるよ。「チェーンソーよ。きるよ。
たおれるよ。ドン。」たおれるよ。ドン。」
とあそんだね。とあそんだね。

はれちゃんが倒木から落ちてはれちゃんが倒木から落ちて
けがをしたのでみんなで、けがをしたのでみんなで、
なぜそんなことになったのかなぜそんなことになったのか
話し合いをすると話し合いをすると
「濡れとったらすべって危ない」と「濡れとったらすべって危ない」と
教えてくれたね。教えてくれたね。

帰る準備が出来ていない子に帰る準備が出来ていない子に
大人が話しかけていたら、大人が話しかけていたら、
「けんちゃん、力あまっとるから、「けんちゃん、力あまっとるから、
手伝えるよ」と、手伝ってくれたね。手伝えるよ」と、手伝ってくれたね。

野村さんの山でショベルカーが野村さんの山でショベルカーが
作業する様子を見た。作業する様子を見た。
大きな丸太を動かしているのを見て大きな丸太を動かしているのを見て
「あのね、転がってきたら「あのね、転がってきたら
みんなでジャンプするよ！！」とみんなでジャンプするよ！！」と
やる気マンマンだったね。やる気マンマンだったね。

草刈り機の部品が落ちていて、草刈り機の部品が落ちていて、
どこの部品なのか調べる時、どこの部品なのか調べる時、
お父さんの顔まねをしていたね。お父さんの顔まねをしていたね。



１人遊びが得意だけど、泣いている子がいたら１人遊びが得意だけど、泣いている子がいたら
助けたり、おどけて笑わせようとしたりしてくれたね。助けたり、おどけて笑わせようとしたりしてくれたね。

途中で歩けなくなった子をみて途中で歩けなくなった子をみて
「どうすればいいと思う？」と聞いたら、「どうすればいいと思う？」と聞いたら、
「友達が行ってあげたら、いいと思う」「友達が行ってあげたら、いいと思う」
といって、すぐ行ってくれたね。といって、すぐ行ってくれたね。

のびるのおやつの時間にのびるのおやつの時間に
みんなの注目を集めて替え歌をみんなの注目を集めて替え歌を
歌ったり、面白い動きをしたりして歌ったり、面白い動きをしたりして
楽しませてくれたね。楽しませてくれたね。

斜面のぼり、１段目、斜面のぼり、１段目、
つかめる根や茎を探してつかめる根や茎を探して
登ったね。登ったね。
2段目、2段目、
そわかちゃんがそわかちゃんが
ついてくれて、ついてくれて、

たつきくんに「（かのんちゃんを）たつきくんに「（かのんちゃんを）
やっつけて」と言ったのをかのんやっつけて」と言ったのをかのん
ちゃんに聞かれて泣かれると、ちゃんに聞かれて泣かれると、
急いで「ごめん、ごめん」と急いで「ごめん、ごめん」と
何度も謝っていたね。何度も謝っていたね。

のこぎりをもって行って木をきって、のこぎりをもって行って木をきって、
一輪車で運んだね。一輪車で運んだね。

お手頃な棒を見つけてはお手頃な棒を見つけては
チェーンソー、のこぎり、草刈り機。チェーンソー、のこぎり、草刈り機。
「ブーン」てやりながら「本当に切れた」「ブーン」てやりながら「本当に切れた」
と目を輝かせた。と目を輝かせた。

おちゃの木の根元に座って、おちゃの木の根元に座って、
運転してたね。運転してたね。

3段目、3段目、
そわかちゃんがそわかちゃんが
おしりを少しおしりを少し
押してくれて押してくれて
登れたね。登れたね。



枝を 3本組んで、ツルで結び、枝を 3本組んで、ツルで結び、
テントを作った。地面にはテントを作った。地面には
ふかふかのものをしいたね。ふかふかのものをしいたね。

柱を立てて、屋根をのせて、柱を立てて、屋根をのせて、
家を作ったね。家を作ったね。

自分で作った家の中で食べるお弁当、自分で作った家の中で食べるお弁当、
おいしかったね。おいしかったね。

「ビーチ作る」と木で囲って「ビーチ作る」と木で囲って
中に葉っぱを敷いて、そこで中に葉っぱを敷いて、そこで
気持ちよさそうに寝ころんでいたね。気持ちよさそうに寝ころんでいたね。

水でぬらしながら石を削って、水でぬらしながら石を削って、
ナイフをつくったね。ナイフをつくったね。

豆まきのとき、けんちゃんが豆まきのとき、けんちゃんが
怖くないようにって、けんちゃんに怖くないようにって、けんちゃんに
鬼のお面作ってきてもらったよね。鬼のお面作ってきてもらったよね。
次の年にそのお面をみたら次の年にそのお面をみたら
「あれ？こんなに大きかった？」「あれ？こんなに大きかった？」
と言っていたね。と言っていたね。



絵本で枝豆から大豆が絵本で枝豆から大豆が
できることを知り、とても驚いて、できることを知り、とても驚いて、
その日の弁当の枝豆を食べながらその日の弁当の枝豆を食べながら
「確かに大豆の味がする」と「確かに大豆の味がする」と
味わっていたね。味わっていたね。

ゆきをたべて、「あまひやい」ゆきをたべて、「あまひやい」

「なにどし？」と「なにどし？」と
干支をきかれて「木をきるどし！」干支をきかれて「木をきるどし！」

ゆうたくんの誕生日、ゆうたくんの誕生日、
「よろこんでくれるかな」と「よろこんでくれるかな」と
フキノトウを摘んでいたね。フキノトウを摘んでいたね。

マッチョを目指してマッチョを目指して
筋トレしていたね。筋トレしていたね。

製材所の見学の帰り、家の近くまで来たら製材所の見学の帰り、家の近くまで来たら
その景色を見て「懐かしい～」ってその景色を見て「懐かしい～」って
言っていたね。製材所が楽しくて楽しくて、言っていたね。製材所が楽しくて楽しくて、
けんちゃんにとって竜宮城みたいなけんちゃんにとって竜宮城みたいな
所だったんだろうねえ。所だったんだろうねえ。

おとまり会の前の花火の時おとまり会の前の花火の時
「あー、幸せじゃね！「あー、幸せじゃね！
こんな広いところで、花火してね！」と、こんな広いところで、花火してね！」と、
うれしそうだったね。うれしそうだったね。

挨拶で行った長尾さんの倉庫で挨拶で行った長尾さんの倉庫で
1人残り深呼吸していた。1人残り深呼吸していた。
「この匂いが好きなんよね～」と「この匂いが好きなんよね～」と
機械油の匂いを思いっきり吸い込んで機械油の匂いを思いっきり吸い込んで
酔いしれていたね。酔いしれていたね。

果樹園で昔のお金、拾ったよね。果樹園で昔のお金、拾ったよね。

たくさんの南天の実を見て「ホタルみたい！」たくさんの南天の実を見て「ホタルみたい！」
そして、枝を曲げてそして、枝を曲げて
「これが戻ったら、びゅーって、花火みたい！」「これが戻ったら、びゅーって、花火みたい！」

いちごの苗をうえたとき、いちごの苗をうえたとき、
みんなが遊び始めても、みんなが遊び始めても、
けんちゃんは最後の水やりまでけんちゃんは最後の水やりまで
してくれたね。してくれたね。



贈る 言葉

２さいのとき、あるくのがいやだったけんちゃんが、

小さい子と手をつないでくれるようになりました。

これからも、どんどんせいちょうしていくけんたくんを、

ずっとおうえんしているよ。　まー

けんちゃん、卒園おめでとう！ 

楽しいこと、やってみたいことにどんどんチャレンジしよう！

とも

けんちゃんに「かっこいい〜」と

ずっと憧れてもらえるようがんばるよ。　さゆり

けんちゃんのお店屋さん大好きです！
やりたいことに向かって進んでいってね！　わか

楽しいことでいっぱいのけんちゃんの頭の中、のぞいてみたいな。
これからもたくさんの人の手を借りながら、
やってみたいを実現させていってください。大好きだよ。　めぐみ

自分のしたい事を思いっきりしてね。応援してます！　あつこ

働く大人のかっこよさが分かるけんちゃん。

大きくなると、出来ることがどんどん増えて行くね。

楽しみだね！！　のりこ

けんちゃんはけんちゃんのまんま、好きな事にまっすぐに、進んでいってね。りつこ

自分の好き！楽しい！を信じて、大きくなっていってね。

まみこ

たまに見せてくれるひょうきんな部分がとても素敵です。 
小学校楽しんでね。　たけ





わたしが両手をひろげても、わたしが両手をひろげても、

お空はちっともとべないが、お空はちっともとべないが、

とべる小鳥はわたしのように、とべる小鳥はわたしのように、

地地
じ べ たじ べ た

面面をはやくは走れない。をはやくは走れない。

わたしがからだをゆすっても、わたしがからだをゆすっても、

きれいな音はでないけど、きれいな音はでないけど、

あの鳴るすずはわたしのように、あの鳴るすずはわたしのように、

たくさんなうたは知らないよ。たくさんなうたは知らないよ。

すずと、小鳥と、それからわたし、すずと、小鳥と、それからわたし、

みんなちがって、みんないい。みんなちがって、みんないい。

金子みすゞ金子みすゞ

わたしと小鳥とすずとわたしと小鳥とすずと


